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東北アジアニューズレター 第 84 号

ジオパークと陸産貝類から迫る日本列島の生物固有性

日曜日の朝をいかに過ごすか。
アニメ的特撮的漫画的ヒーローに興じる日もあるが、

その裏、自然・紀行番組では日本列島にみられる地域的
な多様性を様々な視点で捉えている。レンズが映し出す
多くの生物は、列島弧の複雑な地史と気候的勾配が創り
出す環境に適応してきた固有種だ。こうした環境はもち
ろん、私たちの暮らしにも影響を及ぼしてきた。地域ご
とに異なる自然環境に裏打ちされた伝統と風俗は、日本
列島が経験してきた大地の営みと生態系の恩恵を気づ
かせてくれる。
こうした大地から生態系、人間生活に至る繋がりは、

ジオパークに不可欠な要素とされる。日本で認定されて
いる 44のジオパークは、その地域固有性を端的に示す
ものだ。ジオパークの構成地域はそれぞれ独自の地史的
イベントを経験しており、固有性の高い形態的特徴を示
す生物が観察できることも多い。自力での移動能力が小
さく、その殻に変異を蓄積しやすい陸産貝類はその代表
例だ。本稿では日本における陸産貝類の種多様性を、ジ
オパークに生息するマイマイ属を例として、その地域固
有性とともに紹介したい。
紺碧の空に屹立する石灰岩の岸壁。富山・新潟の県

境にほど近い明星山（新潟県糸魚川市・糸魚川ユネスコ
世界ジオパーク）はロッククライマーの聖地として有名
だ（図 1A）。陸産貝類にとっても、殻形成に不可欠な資
源であるカルシウム分が豊富な石灰岩地は、種多様性・
固有性が著しく上昇する聖地である。この山には、マイ
マイ属の中でも劇的な形態進化を遂げた固有種、ムラヤ
ママイマイが生息している（以下ムラヤマ、図 1B）。近
縁種ヒダリマキマイマイ（以下ヒダリマキ）と比べると
その特異な形態は一目瞭然だ（図 1C）。こうした形態進
化のメカニズムを明らかにするため２種の殻形態を調べ
たところ、様々な地点でサイズ・フォルムが異なること
が分かった。またムラヤマの形態進化には、近辺でみら
れるヒダリマキの存在も関与した可能性がある。加えて
遺伝的解析の結果は、顕著な形態の差異にも関わらずム
ラヤマ・ヒダリマキが近過去まで遺伝的に交流していた
ことを示唆するものであった。見るものを圧倒する白亜
の巨岩、その隙間でひっそりと暮らしてきた固有種であ
る彼らは、地質と形態進化のダイナミックな関係性を教
えてくれる。
美しい海成段丘が有名な室戸ユネスコ世界ジオパー

クは、太平洋に突き出した半島の先端部に位置する（高
知県室戸市）。この段丘の裾野、亜熱帯の風吹く森には
ムロトマイマイが生息している（以下ムロト、図 2A）。

本種は、九州西部・四国・中国地方に広く分布するセト
ウチマイマイが小型化した亜種と認知されてきた（以下
セトウチ）。形態的・遺伝的解析から、室戸半島には少
なくとも２系統のムロトが生息することがわかった。一
つは広域分布種のセトウチに近縁なムロトであり、もう
一つは淡路島固有のアワジマイマイに近縁なムロトであ
る。すなわち由来の異なる祖先系統が室戸半島で平行
的に小型化したのだ（図 2B）。セトウチは同属他種と比
べても特に広い分布を示し、日本産の陸産貝類でも身近
な種である。とりわけ室戸半島においては、その環境が
促した形態進化を目に見えるかたちで背負う生き証人な
のだ。
マイマイ属は比較的人目につきやすく、その多様性が

認知されつつあるグループだ。しかし隠蔽的な貝類種群
では、日本に生息する種数すら不明瞭な場合もある。こ
れまでの研究を通し、多くの陸産貝類がその土地独特の
特徴を持っていることを改めて実感した。一方で、地域
固有性が明らかでない生物は陸産貝類だけではないだ
ろう。きっと我々が認知せぬまま絶えたものもいるはず
だ。絶海の孤島が進化の実験場となったのは、かつてビー
グル号が辿り着いたからだ。日曜日の夜、ダーウィンの
名を冠した自然番組が地球上の生物多様性の一端を伝
えてくれる。日本列島に住む未知なる生物も、来るべき
研究者を待っているかもしれない。

私の東北アジア研究

山崎 大志
（学術研究員）

【図２】A 夜間、樹上を匍匐するムロトマイマイ　B ムロトと近縁種の
関係性。室戸半島でそれぞれ独立に小型化した

【図 1】A ロッククライマーの聖地、明星山南壁の岸壁　B 明星山に
のみ生きるムラヤママイマイ　C 近縁種ヒダリマキとムラヤマの比較。
後者の殻形態は著しく扁平となる
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本号の執筆依頼を出した 1 月中旬頃から新型コロナウイルスの報道が増え始め、編集後記を書いている 3 月初めの時
点でも感染拡大が続いています。小・中・高校のような政府からの休校要請はないものの、大学でも人の集まる行事が次々
と中止されるなど、直接的な影響が出ています。一日も早く事態が終息することを願っています。	 （後藤章夫）

東北大学 東北アジア研究センター ニューズレター 第 84 号　2020 年 3 月 30 日発行
編集　東北アジア研究センター広報情報委員会
発行　東北大学東北アジア研究センター　〒 980-8576 宮城県仙台市青葉区川内 41 
TEL 022-795 - 6009　FAX 022-795 - 6010　　http://www.cneas.tohoku.ac.jp/

地域資料の保存・活用をめぐって―岐阜市を訪れて思うこと―
野本 禎司

活動
風景

植物油インキを使用し、環境にやさしい
水なし印刷方式を採用しています。

編
集
後
記

先日、私が研究対象としている旗本家の歴史資料を調査す
るため、岐阜大学教育学部附属郷土博物館を訪問した。

岐阜は、京都にも近く歴史の古い都市である。織田信長が
居城として天下統一を目指した岐阜城があり、「『信長公のおも
てなし』が息づく戦国城下町・岐阜」をテーマに、2015 年に

「日本遺産」第１号にも認定された。また、ＪＲ岐阜駅前には、
岐阜市制 120 周年を記念して 2009 年に「黄金の織田信長像」
が設置されており、岐阜市が織田信長を核に地域活性化を図っ
てきたことを象徴している。こうした動向の学問的背景には、
岐阜市が 2008 年度から毎年実施してきた「信長学フォーラム」
をあげることができる。このフォーラムは後述の通り名称を少
し変えて現在も続いている。

ところが、今年は少々様子が異なっていた。岐阜市内は
2020 年 1月から放映が始まったＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がく
る」を前面におしだした観光ムード一色で、観光客でにぎわっ
ていた。駅構内、商店街は織田信長だけでなく、明智光秀や
斎藤道三など「麒麟がくる」関連の幟や垂れ幕で飾られ、さら
には岐阜の地域博物館である岐阜市歴史博物館 2 階に「大河
ドラマ館」が設置されていた（写真１）。大河ドラマ館は、大
河ドラマの主人公ゆかりの地の自治体が、ＮＨＫエンタープラ
イズと協議のうえ設置し、大河ドラマ撮影時に使用された衣装
や小道具の展示、ドラマシアターなどの映像によって構成がな
される。これまで岐阜の歴史を物語る古文書など地域資料を
展示していた常設展示室が、大河ドラマを宣伝する施設に様
変わりしていた。同館では、これまで常設展示室内にも展示替
えを行うスペースを設け、学芸員の日々の調査・研究活動が日
常的に新しい成果として市民に還元されていたが、「大河ドラ
マ館」が１年間設置されることにより、その機会を失っている。
また、信長学フォーラムは、昨年度から「信長学（道三学）フォー
ラム」と名称を変えた。一つの自治体の方針にこれだけの変化
を与える大河ドラマの影響力は思った以上に大きい。

さて、私が調査で訪問した岐阜大学教育学部附属郷土博物
館は、江戸から昭和時代にかけての地域資料を 5 万点余り保
管している。この保存・整理作業の実務を担っているのは、同
大学地域科学部地域資料・情報センター（以下、地域センター）
の職員である。地域センターは、ＨＰによれば「2002 年度・
03 年度の文部科学省特別事業費、および岐阜大学の学長裁量
経費により設置されました。県内の自治体の保有する各種行政

情報等を収集・整理することを通じて、学内における研究活動
に資するのみならず、広く自治体関係者・住民の皆さまに利用
しえる地域に関する情報センターとしての機能の整備を進めて
います。こうしたセンターの活動をより広範にかつ多面的に展
開するために、付属図書館・教育学部附属郷土博物館との連
携を図っています」とあり、歴史資料保全活動を中核に据えた
地域社会連携をおこなっている。

主な活動として、郷土博物館所蔵資料の再整理を地道に進
め、資料目録を毎年１冊刊行してきた。また、地域センター職
員は、岐阜県（岐阜県歴史資保存協会）が主催する古文書講
座の講師などをつとめ、市民への教育活動もおこなっている（写
真 2）。この古文書講座は、岐阜県を五つの地域（飛騨・東濃・
中濃・岐阜・西濃）にわけて各 2 日間実施され、のべ 1000
人を超える市民が参加する。各会場ともに 1日100 名余りの
受講者がいることになる。東北アジア研究センターでも上廣歴
史資料学研究部門が運営主体となって、春に古文書講座、秋
に古文書歴史講座を開講し、各回 100 名の市民を受講生に迎
えている。岐阜における古文書学習、さらには地域研究を担う
人たちの裾野の広さを感じた。

近年、国の文化財行政の変化などによって、各地で歴史資
料の保存・活用を担う現場が混乱している話を耳にする。岐
阜市もその一つといえるだろう。一方で、地域センター職員の
変わらない地道な調査活動が着実に成果をあげており、この成
果を核とした同地域の学芸員、教員たちの私的なネットワーク
も構築されている。こうした人のネットワークの再生産が、地
域資料保全活動の最後の支えになるのではないかと思う。今
年度退職される地域センター職員の方の送別会に参加して、
そのことを肝に銘じた。

【写真 2】岐阜県古文書読解講習会
（東濃会場）のようす

【写真 1】岐阜市歴史博物館前のようす
（2020 年 2 月11日撮影）
館周辺には土産物屋や食事処が臨時
に設置されていた。


